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米国医療機器市場におけるＦＰＣの販路開拓に関するお知らせ 

 

当社は、主力事業である電子基板事業において、ＦＰＣ（フレキシブルプリント配線板）の米

国医療機器市場における販路を開拓いたしましたのでお知らせいたします。 

ＦＰＣに関しては、従来、スマートフォン、デジタルカメラ及び車載機器等を主な用途として

展開しておりましたが、近年は市場環境の変化に伴い、成長市場の一つである医療機器向けの製

品開発に注力してまいりました。その結果、当社グループのＦＰＣ売上高に占める医療機器メー

カー向けの構成比率は、2021年度は12.9％、2022年度は第３四半期現在で15.7％であり、受注に

ついても増加傾向で推移している状況であります。 

このような状況の中、米国シリコンバレー（カリフォルニア州サンタクララ市）に本社を置く

ＭＬａＶｉｅ ＬＬＣ（エムラヴィ エルエルシー、代表者 小谷光慎氏、以下、「ＭＬａＶｉ

ｅ社」という。）を通じて、米国の医療機器メーカー向けにＦＰＣの販路を確立することができ

ました。ＭＬａＶｉｅ社は、米国の医療機器メーカー向けのコンサルティング業務を行っており、

取扱製品はＦＰＣをはじめ、ケーブルハーネス、微細切削加工品（金属、樹脂）、微細射出成型

品（金属、樹脂）、チューブ、コンタクトピン及びコネクタなど多岐にわたっております。とり

わけ、近年はＦＰＣの案件拡大に注力し、米国の医療機器メーカー向けに超音波診断装置やカテ

ーテル用のＦＰＣの販売のコンサルティング実績があります。 

今後の見通しとしては、ＭＬａＶｉｅ社を通じて米国の医療機器市場におけるＦＰＣの設計・

製造の知見を高めることで、高難度ＦＰＣの開発及び品質向上への相乗効果に加えて、量産受注

を見据えた国内外の医療機器メーカー向けＦＰＣのさらなるシェア拡大を目指してまいります。 

なお、本件に伴う2022年12月期の通期の業績予想に与える影響は軽微であります。 

以 上 


